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研究の意義・目的 

ハートレートスコア(以下HRSc)は、植込み型心臓電気デバイスで検出された心房心拍

のヒストグラム上で、最も頻度の高いイベントの割合と定義されています。HRScが

100%であれば心拍変動がほとんどないことを意味し、逆にHRScが低い場合は心拍イ

ベント分布が幅広くあることを示します。 

 

本研究では日本の一般的なDDDペースメーカ植込み患者において、リスク因子とされ

るHRSc≧70%の患者比率を検証することです。 

日本国内のペースメーカ植込み患者での、HRScを検証した報告はまだありません。 

ついては本研究の目的は、対象機器を用いて本国内のペースメーカ植込み患者のペース

メーカ内データ(心房ヒストグラム)を収集し、 HRSc≧70%の比率の実態を検証するこ

とにあります。 

 

 

 

 

 
 

研究の方法 

（対象期間含む） 

心臓ペースメーカの機械の中に保存された数値（心房ヒストグラムデータ）を使って実施

します。患者さんには特別な検査や運動、注射やお薬は必要ありません。通常の生活とい

つも通りの定期のペースメーカ外来に起こし頂ければ結構です。ペースメーカ内の記録を

収集させていただき、その数値を用いて研究を行います。 

この研究は2022年12月から2024年の12月までにボストン・サイエンティフィック社製

デュアルチャンバ植込み型心臓ペースメーカ（モデル番号：L311及びL331）を植え込み

された方を対象としております。 

観察（データ取得）はペースメーカ植え込み後の定期ペースメーカ外来当日の1回です。 

試料・情報の利用目的 

及び利用方法 

当研究に患者様の個人情報は記録致しません（お名前、性別、年齢、ご病気等）。 

ペースメーカ中に記録された数値のみを利用させていただきます。 

利用又は提供する 

試料・情報の項目 
ペースメーカに保存された30日間以上の心拍データを収集し、 

作成された心房ヒストグラム 

 

試料・情報を 

利用する者の範囲 

ペースメーカ外来の医師と、当研究のスポンサー企業である 

日本ライフラインの担当者のみ利用します。 

試料・情報の管理における 

責任者の氏名又は名称 

（当院及び提供先） 

循環器内科 國井 浩行 

日本ライフライン株式会社 デバイス事業部 郡司 忠 

問い合わせ先 
当研究に自分の情報を使用してほしくない場合等のお問い合わせ 

大原綜合病院  循環器内科 國井  浩行  TEL:024-526-0300 

 


